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五所川原市の位置

五所川原市の概要

 五所川原市の平均気温・降水量

面積：404.20k㎡

資料：気象庁

■月別平均気温と降水量 ■年間積雪量と降雪量の推移

五所川原市は、世界遺産「白神山地」の雁森岳にその源を発する岩木川に
育まれた津軽平野にあり、平野のほぼ中央に位置する五所川原・金木地区
と中泊町の一部を挟んで、北西部に位置する市浦地区から構成されます。
五所川原・金木地区は、東側が中山山脈を境にして県都青森市に、西側が
岩木川を挟んでつがる市に、南側が鶴田町に、北側が中泊町（中里地区）
にそれぞれ接し、東側から山地、丘陵地、平野部が続き、西側には岩木川
が南北を貫流しています。
市浦地区は、東側が中泊町（中里地区）に、南側がつがる市に、北側が中
泊町（小泊地区）にそれぞれ接し、北側から東側にかけて大部分が山地、
西側は日本海に面し、南側には十三湖を擁しています。

五所川原市の人口は、51,415人（令和２年国勢
調査）、基幹産業は、米・りんご・野菜の農業を
中心とする第1次産業で、市浦地区では、米・ト
マトのほか十三湖の「やまとしじみ」の内水面
漁業や日本海沿岸漁業が行われています。
当市は、高さ23mの「立佞武多」や作家太宰治
の生家「斜陽館」、津軽三味線発祥の地、中世
安藤氏の遺構「十三湊遺跡」等の歴史、文化を
有する豊かな自然に囲まれた田園都市です。

気候は、日本海の影響を受ける日本海
型気候で、冬期は、北西の季節風が強
く、平均気温は11℃前後、最高極は36
℃前後、最低極は－9℃前後となってい
ます。
年間平均降水量は、約1,300㎜で、平均
風速約2m/secとなっています。
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■産業別就業者割合の推移
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伝統ある祭りや豊かな自然に囲まれた地です

【太宰治記念館「斜陽館」】
作家太宰治の生家。宅地約680坪の豪邸で、威厳を感じさせる建物や、赤
レンガ塀などから往時の栄華がしのばれる。現在は太宰治記念館として貴
重な資料を展示しています。

【十三湖】
青森県で3番目に大きな湖で、海水と淡水が混合した汽水湖。自然に育ま
れたヤマトシジミの産地として有名。また、中世安藤氏の伝承が数多く残る
歴史ロマンの地としても知られています。

【芦野公園】
湖をもつ自然公園で日本さくら名所百選に選ばれた桜と松が湖畔に広がっ
ています。作家太宰治が少年の頃よく遊んだ場所として知られており、文学
碑のほか銅像もあります。

【五所川原立佞武多】
高さ約２３ｍ、重さ約１９トンの巨大な山車が五所川原市街地を練り歩き、
その圧倒的迫力で沿道の観客を魅了します。毎年８月４日～８日に開催さ
れます。

【津軽鉄道】
津軽五所川原駅から津軽中里駅間を走る私鉄。車窓から見る津軽平野の
風景は趣深く、夏には風鈴列車、秋には鈴虫列車、冬はストーブ列車が運
行されています。

【五所川原市PRキャラクター“ごしょりん”と特産品】
五所川原市には立佞武多をはじめとするさまざまな観光資源や、果肉まで
赤いりんご「御所川原」、馬肉、しじみなどの地域資源が数多く存在しま
す。当市では、これら特産品を地域一体となって、新しい五所川原市の魅力
として、広く発信しています。



五所川原市の優遇制度 ※令和６年９月時点の情報です

産業振興促進区域における固定資産税の特別措置

雇用・人材確保支援（UIJターン就業者への移住支援金）

対象業種・規模
（資本金）

500万円以上

製造業・旅館業

5,000万円以下

2,000万円以上 500万円以上

1億円超

1,000万円以上

5,000万円超
1億円以下

情報サービス業等
・農林水産物等
販売業

取得要件

地域未来投資促進法促進区域における固定資産税の特別措置
対象地域　　市内全域
対象要件　　県から「地域経済牽引事業計画」の承認を受け、国から先進性確認を受けること

■地域経済牽引事業の承認要件
■要件１：地域の特性を活用すること（①～⑤のいずれか）
①基礎素材型産業や加工組立型産業等の集積を活用したものづくり関連分野
②りんご等豊富な特産品を活用した農林水産関連分野
③豊かなエネルギー関連産業の集積等を活用した脱炭素関連分野
④低コストで快適な立地環境を活用した情報・デジタル関連分野
⑤交通インフラを活用した物流関連分野

■要件２：高い付加価値を創出すること：付加価値の増加分3,697万円超
■要件３：いずれかの経済的効果が見込まれること：
取引額１%増加、売上げ１%増加、雇用者給与等支給額1%増加

取得要件　　・地域経済牽引事業の促進に関する基本的な計画の同意が行われたものであること
・承認地域経済牽引事業のために設置される施設（家屋若しくは構築物又はこれらの敷地である土地）
の取得価格の合計額が１億円（農林漁業及びその関連業種に係るものにあっては、5,000万円）を越
えるものであること

内　　容　　固定資産税を３年間免除

内　　容　　東京圏域から移住し、「あおもりジョブ」掲載の求人で就業した方へ移住支援金を支給。
 　　　■２人以上の世帯での移住：100万円　※18歳未満は1人当たり30万円加算
 　　　■単身での移住：60万円

対象法人　　資本金10億円以上の営利を目的とする私企業でないこと、
　　　　　　本社所在地が東京圏以外の地域にあること、他

　　　　　　※予算等により変更なる可能性があります。最新情報はHPより確認ください。

内　　容　　固定資産税を３年間免除

対象地域　　金木・市浦地域、旧五所川原地域
対象期間　　金木・市浦地域／令和３年４月１日～令和９年３月31日
　　　　　　旧五所川原地域／令和４年４月１日～令和９年３月31日
対象要件　　事業の用に供する施設又は、設備（土地、家屋、償却資産）の取得価額が以下の要件を満たすこと

（土地：取得翌日から１年以内に家屋建設の着手があった場合に限る）



☆各科定員は15～20名と少人数
☆各科とも専任教員５名が指導
☆実習機材一人1台を基本整備
☆充実した実験・実習設備
 （ものづくり現場と同レベルの機器を導入して教育）

☆実学融合　履修する専門科目の割合は90％
 （理論に裏付けされた技術・技能の習得を目指す）　　
☆実践的なカリキュラム　実習は60％以上
☆年間1400時間×2年間の教育
☆2年生は卒業研究課題に着手

2

1

空き工場等賃借料補助事業

電子情報技術科

電気エネルギー制御科

生産機械技術科

当校は、ものづくりの現場で活躍する専門的な技術・技能を兼
ね備えた実践技術者の育成を目的に、職業能力開発促進法に
基づいて1984（昭和59）年に設立された厚生労働省が所管す
る国立高等教育機関です。
高校卒業者に対して2年間の教育・指導を行う専門課程（工科
系短大）では、次の3つの学科を設置しています。

東北職業能力能開大学校附属 青森職業能力開発短期大学校

学校紹介

東北能開大青森校の特色

〒037-0002 青森県五所川原市大字飯詰字狐野 171－2
TEL 0173-37-3201　FAX 0173-37-3203

エレクトロニクス技術、コンピュータ技術、通信・ネットワー
ク技術を習得し、これらの融合領域を活用したＩｏＴ時代が
求めるものづくりに対応できる実践技能者を育成します。

電気、エネルギー及び制御技術を基礎とし、風力発電や太陽
光発電を学び、工場の自動化及び省エネルギー化技術を習得
し、環境やエネルギーの技術革新に対応できる実践技能者を
育成します。

機械加工の技能・技術を基本に最新 CAD／ CAM と NC 工
作機械を用いた生産技術を習得し、高付加価値、短納期、低
コスト等の生産活動の課題に対応したものづくりができる実
践技術者を育成します。

高い教育効果の少人数教育

実験・実習を重視した実践的な専門教育

即戦力となる優秀な人財を輩出

対象地域　　市内全域
対象業種　　製造業、道路貨物運送業、卸売業、倉庫業、梱包業、情報サービス業、コールセンター業、その他雇

用創出等につながるものとして市長が認めた事業
要　　件　　市内の空き工場等の使用に関し、1年以上の賃貸借契約を締結し、事業開始６ヶ月以内に市内在住の

新規常用雇用者を原則2人以上採用する者。※情報サービス業は1人以上、コールセンター業は５人以
上とします。

内　　容　　賃借料の２分の１以内の額もしくは10万円のいずれか低い額を、連続する24カ月間を限度とし、補
助金を交付します。

工場用地取得助成金
対象地域　　市内工業専用地域（青森テクノポリスハイテク工業団地漆川）又は市長が認める地域

対象業種　　製造業

要　　件　　工場を新増設する上記業種企業のうち、用地取得面積が3,000㎡超、工場建築面積500㎡超で土地取
得後3年以内に操業開始するもの

内　　容　　土地取得後3年以内に取得費として支払った額の5％以内（上限：1億円）を助成金として交付



青森テクノポリスハイテク工業団地漆川　区画図

①富士電機津軽セミコンダクタ株式会社
②五所川原市 漆川体育館
③株式会社竹精機　津軽工場
④株式会社トモエガスセンター　津軽工場
⑤有限会社竹内興業
⑥リズム株式会社　五所川原工場
⑦青森アップルジュウス株式会社
⑧日本通運株式会社　五所川原営業所
⑨鳥羽工産株式会社　ツガル工場
⑩東和電材株式会社　五所川原営業所
⑪株式会社ヤマウ鳥谷部臨港倉庫
⑫株式会社エノモト　津軽工場
⑬株式会社やまと商社　青森工場
⑭有限会社アート印刷
⑮有限会社竹鼻製麺所
⑯株式会社サンコー資材
⑰有限会社野上建築　津軽クレバーホーム工場
⑱佐川急便株式会社　東北支社五所川原営業所
⑲株式会社サン・コーポレーション
⑳勅使川原産業株式会社　青森営業所
㉑青森定期自動車株式会社　五所川原支店
㉒公益社団法人青森県トラック協会　西北五支部
㉓有限会社鈴木興業
㉔エクトム株式会社
㉕株式会社藤産業
㉖弘前倉庫株式会社
㉗青森農業共済組合　津軽支所
㉘株式会社東酸　五所川原営業所

㉙五所川原市  給食センター
㉚大成産業株式会社
㉛ユアテック株式会社
32有限会社津軽車輌サービス
33有限会社ノースウェルインダストリー
34西北五管工事業協同組合
35株式会社SINMEI
36有限会社ツカサ製作所
37株式会社青北産業
38有限会社目黒精工製作所
39社会福祉法人あーるど
40ツガル精密機器株式会社

N
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※令和６年９月時点

民有地（田）
面積約62,000㎡
→工業専用地域のため
　農地転用手続きが容易
　です
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■■■有効求職者数　■■■有効求人数　― ■―有効求人倍率

五所川原管内の有効求人倍率の推移

平成31年度

0.80

0.64

0.71
0.74 0.74

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

単位：人

●至近の津軽自動車道が東北自動車道に直結、主要都市への良好な交通アクセス
●東北新幹線（新青森⇔東京）、北海道新幹線（新青森⇔新函館北斗）による利便性向上
●青森空港⇔主要都市（東京、札幌、伊丹、神戸、名古屋）を結ぶ国内線
●アジア諸国（韓国・仁川、台湾・台北）への国際定期便
●青森職業能力開発短期大学校や工業系を含む近隣の６校の豊富な人材

資料：令和２年国勢調査

資料：五所川原公共職業安定所 

青森テクノポリス
ハイテク工業団地漆川

（交通輸送） 

（団地概要） 

（労働力） 

卒 業 生 数

青森職業能力開発短期大学校
生産機械技術科・
電気エネルギー制御科・
電子情報技術科
（設立から40年で約3,100名）

事 業 主 体
団 地 面 積
用 途 地 域
建ぺい率／容積率
緑地等の規制

地質及び地耐力

排 水
電 力
ガ ス

杭打可能な地
盤までの深さ

五所川原市
52.9ha
未線引都市計画区域　工業専用地域
60％／ 200％
•工場立地法に定めるところによる
•特定工場は地域未来投資促進法によ
る特例により１％
粘土質、砂まじりシルト層、N値 40

排水条件　D種　排水先：松野木川
高圧：6ｋV　特別高圧：供給可能
プロパンガス

27～50m

最 寄 駅 JR五能線五所川原駅まで2㎞
私鉄津軽鉄道十川駅まで0.5㎞

高速インターへ
の 距 離

五所川原I.Cまで2㎞
五所川原東I.Cまで4㎞

港湾への距離 青森港まで32㎞（所要時間45分）
津軽港まで20㎞（所要時間30分）

国道への距離 国道 339号まで 1㎞

空港への距離 青森空港まで 23㎞（所要時間 35分）

労 働 力 人 口

就 業 者 数

完全失業者数

25,970人

24,480人

1,482人
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五所川原市位置図

企業立地のご相談・お問合せは

五所川原市経済部商工観光課
〒037-8686　青森県五所川原市字布屋町41番地1

TEL:0173－35－2111(代）　FAX:0173－35－3617(代）

青森県経済産業部企業立地・創出課
〒030-8570　青森県青森市長島1丁目1番地1号

TEL:017－722－1111(代）　FAX:017－734－8109

令和６年１１月作成

○新幹線
出発駅

新函館北斗駅
盛　岡　駅
仙　台　駅
東　京　駅

到着駅

新青森駅

所要時間
約１時間　　　
約１時間　　　
約１時間４０分
約３時間１０分

○陸路（自動車）
出発駅
青 森 空 港
新青森駅

到着駅

五所川原市中心地

所要時間
約４０分　　　
約４５分　　　

○航空路
出発口
新千歳空港
羽 田 空 港
小 牧 空 港
神 戸 空 港
伊 丹 空 港
仁 川 空 港
台 北 空 港

到着口

青森空港

所要時間
約５０分　　　
約１時間２０分
約１時間３０分
約１時間４０分
約１時間５０分
約２時間３０分
約４時間　　　


